
共に考える。未来のかたち   Shaping a Shared Future Together

東京大学に新しく設立された「東京カレッジ」。世界の第一線で活躍する研究者や知識人を
招き、市民の皆さんと一緒に未来社会の様々な側面について考える場を作ります。

Tokyo College aims to generate new knowledge to contribute to the creation of 
an inclusive society and spark deeper public engagement with the University. 
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物質の中の電気
と磁気―
―新しい考え方
Reconsidering the Correlation between 
Electricity and Magnetism in Materials.
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十倉 好紀 （東京大学卓越教授）  Prof. TOKURA Yoshinori

Physicist. Director, RIKEN Center for Emergent Matter Science (CEMS) and Distinguished University Professor at the University of Tokyo. 
十倉 好紀（東京大学卓越教授・理化学研究所 創発物性科学研究センター (CEMS) センター長）

専門分野において特に優れた業績を挙げ先導的な役割を果たしているとして、初の「東京大学卓越教授」の称号を授与される。東京大学におけ
る 3人の卓越教授のうちの 1人。
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19世紀にファラディーの発見した電磁誘導という現象を利
用して、現在、人類は電気エネルギーを自在に使う時代となり
ました。しかし、電気と磁気の舞台を物質中に移せば、そこは
電子集団が強く絡み合う世界です。個々の電子の運動は量子
力学でよく記述されますが、それが集団として創発する性質、
機能を理解し希求するには、高い次元での新たな概念が必要
となります。このような強く相関した電子集団を介在させて、
エネルギ―を高効率に変換し、そして情報操作のためのエネ
ルギー消費を極限まで削減する機能の実現を目指して、固体
の中の新しい電磁気学が実現する夢を考えます。
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物理学者。専門は物性物理学。物質中の多数の電子が互いに相互作用することで初めて発現する性質「創発物性」を対象とする強相関物理学を
先導してきた。電子型高温超伝導、超巨大磁気抵抗、マルチフェロイクス、磁気スキルミオンなどの現象を発見・開拓するとともに、それらに基
づいて、高速かつ低エネルギー消費の強相関エレクトロニクスを提唱した。紫綬褒章、藤原賞、恩賜賞･日本学士院賞等を受賞している。
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tokyo.college.event@tc.u-tokyo.ac.jp
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